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（1）

　

２
０
１
０
年
３
月
14
日
の
定
例
幹
事
会

に
お
い
て
、
同
窓
会
の
支
部
と
し
て
承
認

さ
れ
た「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
お
ん
ぷ
の
会（
常

磐
大
学
吹
奏
楽
団
Ｏ
Ｂ
会
）」
か
ら
演
奏

会
の
模
様
を
報
告
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆

　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
お
ん
ぷ
の
会
で
は
、
去

る
２
０
１
０
年
11
月
28
日
（
日
）、
水
戸

市
民
会
館
に
お
い
て
、
常
磐
大
学
吹
奏
楽

団
と
常
磐
短
期
大
学
吹
奏
楽
部
の
Ｏ
Ｂ
に

よ
る
演
奏
会
で
あ
る
、
常
磐
大
学
吹
奏
楽

団
「
同
奏
会
２
０
１
０
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
卒
業
生
に
よ
る
同
窓
会

・
・
・
の
よ
う
な
演・

奏
会
・
・
が
で
き
れ
ば
と
い
う
想
い
か
ら
、「
同

奏
会
」と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
演
奏
会
は
、

２
０
０
４
年
、
２
０
０
７
年
に
続
き
、
今

回
で
３
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
Ｒ
・
グ
リ
エ
ー
ル
作
曲
の
バ

レ
エ
音
楽
「
青
銅
の
騎
士
」
や
、「
サ
ウ

ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
メ
ド
レ
ー
」

な
ど
学
生
時
代
に
演
奏
し
た
思
い
出
の
曲

や
、
お
な
じ
み
の
名
曲
な
ど
を
２
部
構
成

で
演
奏
し
、
約
２
５
０
名
の
方
々
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
創
立
以
来
、
会
員
の
み
に

よ
る
単
独
の
演
奏
会
や
、吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

（1）

同
窓
会
支
部
活
動
報
告

支
部
第
１
号「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
お
ん
ぷ
の
会
」

ル
へ
の
出
場
、
現
役
学
生
と
の
合
同
演
奏

会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
２
０
０
４
年
に
創
立
20

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
記
念
の
イ
ベ
ン

ト
を
検
討
す
る
中
で
、「
会
の
枠
組
み
を
超

え
て
、
学
生
時
代
の
仲
間
た
ち
と
吹
奏
楽

を
楽
し
み
た
い
」「
懇
親
会
な
ど
で
学
生
時

代
の
仲
間
た
ち
と
再
会
す
る
だ
け
で
は
物

足
り
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
て
計
画
さ
れ
た
の
が
、「
同

奏
会
」
で
し
た
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
参

加
者
等
か
ら
は
思
い
の
ほ
か
好
評
で
、「
ま

た
参
加
し
た
い
」
と
い
う
要
望
に
応
え
る

形
で
回
を
重
ね
、
定
着
し
て
い
た
わ
け
で

す
が
、
こ
れ
以
外
に
も
、
例
え
ば
、
子
育

て
中
の
方
で
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
、
練

習
時
に
は
託
児
室
を
設
け
た
り
、
ま
た
、

し
ば
ら
く
吹
奏
楽
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た

方
で
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、
少
な
く

と
も
半
年
以
上
前
か
ら
練
習
を
開
始
し
た

り
と
、「
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
」
環

境
や
雰
囲
気
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
大
変
重

要
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
同
奏
会
２
０
１
０
」
で
も
、

過
去
２
回
と
同
様
、県
内
外
を
問
わ
ず（
北

は
北
海
道
、
南
は
長
崎
県
か
ら
参
加
が
あ

り
ま
し
た
）、
卒
業
後
も
吹
奏
楽
を
続
け

て
い
る
„
現
役
バ
リ
バ
リ
“
の
若
手
メ
ン

バ
ー
か
ら
、
落
ち
行
く
気
力
や
体
力
と
闘

い
な
が
ら
必
死
に
取
り
組
む
創
立
時
の
メ

ン
バ
ー
ま
で
、
幅
広
い
世
代
の
個
性
的
な

面
々
「
64
名
」
が
集
ま
り
、
各
々
が
、
学

生
時
代
の
仲
間
た
ち
や
音
楽
に
か
け
る
思

い
を
、
練
習
の
成
果
と
と
も
に
出
し
切
っ

て
、
楽
し
く
演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
今
回
は
、
参
加
者
の
ご
子

息
（
中
学
生
）
が
特
別
参
加
し
た
こ
と
で
、

初
の
親
子
共
演
が
実
現
す
る
な
ど
、
貴
重

な
機
会
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加

者
に
と
っ
て
も
、
本
会
に
と
っ
て
も
、
大

変
有
意
義
な
「
同
奏
会
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
10
名
の
卒
業
生
が
裏
方

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
駆
け
つ
け
、
演
奏
会

を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

演
奏
面
か
ら
運
営
面
（
裏
方
）
ま
で
、
す

べ
て
卒
業
生
の
手
で
行
わ
れ
て
い
る
の
も

「
同
奏
会
」
の
大
き
な
特
長
と
言
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
過
去
２
回
の
「
同
奏
会
」
で

は
、
ひ
た
ち
な
か
市
文
化
会
館
を
会
場

に
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
「
同
奏
会

２
０
１
０
」
は
、
会
場
を
水
戸
市
民
会
館

に
移
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
水
戸

市
民
会
館
は
、
常
磐
大
学
吹
奏
楽
団
の
第

１
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
た
会
場
で
も

あ
り
、創
団
時
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
、

感
慨
深
い
演
奏
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

演
奏
会
終
了
後
は
、
水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
に
場
所
を
移
し
、
反
省
会
と
懇
親
会
を

兼
ね
た
本
当
の
「
同
窓
会
」
を
行
い
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
練
習
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
、
当
日
の
演
奏
の
反
省
、
学
生
時
代
の

思
い
出
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
で
盛
り

上
が
り
、
学
生
時
代
の
仲
間
た
ち
と
旧
交

を
温
め
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ａ
お
ん
ぷ
の
会
事
務
局
・

人
間
科
学
部
第
13
期
卒　

長
南
直
宏
）

同
窓
会
支
部
設
立
に
つ
い
て

同
窓
会
支
部
設
立
に
つ
い
て

同
窓
会
支
部
設
立
に
つ
い
て

　

常
磐
大
学
同
窓
会
（
以
下
「
同
窓
会
」
と

い
う
。）
設
立
20
周
年
を
記
念
し
、
常
磐
大

学
同
窓
会
支
部
細
則
が
２
０
０
７
年
５
月
26

日
の
幹
事
会
に
お
い
て
承
認
、
制
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

１
．
支
部
設
立
の
目
的

　

常
磐
大
学
同
窓
会
会
則
第
21
条
に
定
め
る

と
お
り
、
支
部
は
以
下
の
目
的
で
設
立
す
る

も
の
で
す
。

　

①　

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
。

　

②　

同
窓
会
の
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。

　

③　

常
磐
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
。

２
．
支
部
設
立
単
位

　

支
部
は
以
下
の
単
位
で
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
支
部
設
立
時
に
必
要
な
会

員
数
は
、（　

）
内
の
と
お
り
で
す
。

　

①　

都
道
府
県
（
10
名
以
上
）

　

②　

卒
業
年
度
（
20
名
以
上
）

　

③　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
20
名
以
上
）

　

④　

サ
ー
ク
ル
そ
の
他
、
幹
事
会
が
認
め

　
　
　

た
も
の
（
20
名
以
上
）

　

た
だ
し
、
い
ず
れ
も
同
窓
会
の
会
員
で
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

３
．
申
請
方
法

　

支
部
の
設
立
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
下
記
の

書
類
を
事
務
局
宛
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

　
【
申
請
項
目
】

　

①　

支
部
設
立
願
﹇
様
式
第
２
号
﹈

　

②　

支
部
員
名
簿
﹇
様
式
第
３
号
﹈

　

③　

支
部
規
程

　

④　

支
部
事
業
計
画
﹇
様
式
第
４
号

－

１
﹈

※　

各
様
式
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（U
R
L

：h
ttp
://w

w
w
.to
k
iw
a
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ac.jp/̃dosokai/

）

４
．
経
費
補
助

　

支
部
の
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
支

部
設
立
お
よ
び
運
営
に
際
し
て
生
じ
る
必
要

経
費
に
対
し
、
同
窓
会
よ
り
５
万
円
を
上
限

と
し
た
経
費
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
経
費
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
、
経
費

補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
の

12
月
15
日
ま
で
に
、
次
の
書
類
を
事
務
局
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

経
費
補
助
申
請
書
類

　

①　

必
要
経
費
申
請
書　
﹇
様
式
第
６
号
﹈

　

②　

見
積
書

　

③　

そ
の
他
、
幹
事
会
が
必
要
と
認
め
る

　
　
　

書
類
。

　

右
記
書
類
の
提
出
を
受
け
、
事
務
局
が
審

査
を
行
い
、
幹
事
会
で
承
認
を
得
た
の
ち
経

費
補
助
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
経
費

補
助
金
の
支
給
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
度
４

月
末
日
ま
で
に
行
わ
れ
ま
す
。

５
．
支
部
設
立
後
の
義
務
に
つ
い
て

　

支
部
の
設
立
後
は
、
毎
年
４
月
末
日
ま
で

に
、
次
の
書
類
を
事
務
局
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

①　

前
年
度
事
業
報
告
書﹇
様
式
第
４
号

－２
﹈

　

②　
前
年
度
支
部
決
算
書﹇
様
式
第
５
号

－１
﹈

　

③　
当
年
度
事
業
計
画
書﹇
様
式
第
４
号

－３
﹈

　

④　

当
年
度
支
部
予
算
書﹇
様
式
第
５
号

－２
﹈

　

⑤　

支
部
員
名
簿　
　
　
﹇
様
式
第
３
号
﹈

　

⑥　

そ
の
他
事
務
局
が
必
要
と
認
め
た
書
類

①
〜
⑥
の
各
様
式
に
つ
い
て
、
支
部
に
お
い

て
作
成
し
た
任
意
の
様
式
が
あ
る
場
合
は
、

改
め
て
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局

　

E
m
ail:dosokai@

tokiw
a.ac.jp

※ 　

経
費
補
助
の
使
途
が
次
の
事
項

に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
幹
事
会

が
、
支
部
長
と
協
議
の
上
、
補
助

経
費
の
一
部
あ
る
い
は
全
部
を
返

還
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１
．
申
請
し
た
目
的
以
外
に
、
使
用

し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

２
．
補
助
金
の
執
行
が
申
請
内
容
と

著
し
く
異
な
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

３
．
そ
の
他
、
幹
事
会
に
よ
り
返
還

の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

申
請
書
類
の
提
出

　
　

←

同
窓
会
事
務
局
（
以
下
「
事
務
局
」

と
い
う
。）
に
よ
る
書
類
審
査

　
　

←

同
窓
会
幹
事
会
（
以
下
「
幹
事
会
」

と
い
う
。）
に
よ
る
審
査

　
　

←

代
表
者
へ
の
承
認
通
知

～ 支部設立承認までの流れ ～
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あ
れ
か
ら
十
一
年
が
た
ち
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
の
創
設
メ
ン

バ
ー
の
一
人
と
し
て
本
学
に
赴
任
し
て

初
め
て
の
夏
の
こ
と
で
し
た
。
新
潟

県
奥
阿
賀
地
方
に
調
査
に
出
掛
け
た
際

に
、
役
場
の
男
性
職
員
の
一
人
が
に
こ

に
こ
し
て
話
し
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

人
間
科
学
部
の
卒
業
生
で
し
た
。
常

磐
の
先
生
が
来
る
と
聞
い
て
、
見
ず
知

ら
ず
の
私
を
待
っ
て
い
て
く
れ
た
の
で

す
。
卒
業
生
や
先
生
の
多
い
マ
ン
モ
ス

大
学
だ
と
、こ
う
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。

　

水
戸
で
学
ん
だ
こ
と
を
支
え
に
、
地

域
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
頼
も
し
く
思
い
ま

し
た
。
同
時
に
、
中
規
模
大
学
の
よ
さ

を
感
じ
た
も
の
で
す
。

　

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
活
躍
し
て
く
れ
れ
ば
、
大
学
の

評
判
が
よ
く
な
る
。
大
学
の
評
価
が
高

ま
れ
ば
、
卒
業
生
の
母
校
へ
の
誇
り
も

一
段
と
高
ま
る
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
大
学

と
は
、
Ｗ
ｉ
ｎ

－

Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
に

し
た
い
も
の
で
す
。

　

た
だ
、
長
い
人
生
、
絶
好
調
の
と
き

も
あ
れ
ば
、
失
意
の
と
き
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
私
の
前
職
は
新
聞
記
者
。
他

紙
と
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
毎
日
で
、
翌

日
に
は
全
国
の
読
者
に
結
果
が
わ
か
っ

て
し
ま
う
因
果
な
商
売
で
し
た
。
第

一
線
の
時
代
、
特
ダ
ネ
を
と
っ
た
の
は

わ
ず
か
で
、
抜
か
れ
る
こ
と
の
方
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

う
れ
し
い
と
き
、
悲
し
い
と
き
、
ど

ち
ら
で
あ
っ
て
も
気
分
が
高
揚
し
て
い

る
と
、母
校
に
行
き
た
く
な
り
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
出
身
大
学
は
紛
れ
も
な
く

心
の
ふ
る
さ
と
で
し
た
。
昼
間
は
仕
事

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
訪
れ
る
の
は
ほ
と

ん
ど
夜
で
す
。
当
時
は
夜
間
も
出
入
り

自
由
で
し
た
。
一
人
で
ベ
ン
チ
に
腰
掛

け
て
い
る
と
、
大
学
時
代
の
楽
し
か
っ

た
こ
と
や
、
学
友
の
顔
が
次
々
に
浮
か

ん
で
き
ま
し
た
。

　

地
方
勤
務
時
代
に
も
、
東
京
本
社
で

の
会
議
の
帰
途
に
立
ち
寄
っ
た
り
し

た
も
の
で
す
。
支
局

で
の
駆
け
出
し
時
代

に
任
地
を
離
れ
て
上

京
し
、
構
内
を
歩
い

て
い
た
ら
、
大
学
紛

争
を
取
材
中
の
先
輩

記
者
と
鉢
合
わ
せ
し

て
、
ば
つ
が
悪
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

不
思
議
な
も
の
で
、
母
校
を
訪
ね
、

そ
の
雰
囲
気
に
ひ
た
っ
て
い
る
と
、
な

ぜ
か
気
持
ち
が
落
ち
つ
い
て
き
ま
す
。

得
意
に
な
っ
て
い
る
と
き
は
「
う
ぬ
ぼ

れ
る
な
」
と
さ
と
し
、
し
ょ
ぼ
く
れ
て

い
る
と
き
は
励
ま
し
て
く
れ
る
不
思
議

な
力
が
あ
り
ま
す
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
折
に
触
れ
て
、

ぜ
ひ
見
和
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

MESSAGE

大
学
は
永
遠
の
心
の
ふ
る
さ
と

　

常
磐
大
学
の
卒
業
生
は
１
万
人
を
超

え
、
そ
の
う
ち
同
窓
会
の
会
員
は
現
在
８
，

２
３
６
人
。
日
本
中
あ
る
い
は
世
界
中
に

常
磐
大
学
を
母
校
に
持
つ
仲
間
が
い
る
の

は
何
や
ら
頼
も
し
い
気
持
ち
に
な
る
。

　

ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
単
位
で
も
同
窓
会

支
部
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
。
ぜ
ひ
仲
間
を
誘
っ
て
、
支

部
設
立
の
申
請
を
し
て
ほ
し
い
。
常
磐
の

輪
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
!!

（
Ｉ
）

 

＊ 

編
集
後
記 

＊

早稲田大学第一政治経済学部政治学科卒
業。専門：地域づくり、地域政策。日本
都市学会理事。地方自治経営学会理事。

コミュニティ振興学部教授
学部長

先生井上　繁

開
学
１
０
０
周
年
記
念
事
業

募
金
へ
の
お
礼

　

開
学
１
０
０
周
年
記
念
事
業
募
金

へ
ご
寄
付
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
学
で
は
、
諸

澤
幸
雄
奨
学
金
制
度
を
創
設
し
、
そ

の
充
実
お
よ
び
継
続
的
運
営
を
目
的

に
募
金
を
開
始
し
ま
し
た
。こ
の
間
、

多
く
の
皆
様
方
よ
り
ご
寄
付
を
賜
り

ま
し
た
。
か
さ
ね
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
学
で
は
、
こ
の
制
度
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
た
め
、
引
き
続
き
募
金
の

受
付
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
だ
ご

賛
同
を
頂
い
て
い
な
い
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
と
も
募
金
の
趣
旨

を
ご
理
解
頂
き
、
ご
寄
付
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

学
校
法
人
常
磐
大
学　

　

寄
付
資
産
運
用
課　

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
．
０
２
９

－

２
３
２

－

２
７
５
９

ご
結
婚
さ
れ
た
方

江
森
友
里
江
さ
ん
（
旧
姓
篠
塚
）

人
間
科
学
部
18
期

2
0
1
0
年
度

学
生
支
援
事
業
報
告

◇
「
と
き
わ
祭
」
へ
の
援
助
金

　
　

5
万
円

◇
同
窓
会
長
賞
受
賞
者

（
表
彰
式
2
0
1
0
年
12
月
3
日
）

【
2
0
1
0
年
度
春
セ
メ
ス
タ
ー
受
賞
者
】

　

同
窓
会
長
賞（
記
念
品
：
電
子
辞
書
）

国
際
学
部
英
米
語
学
科
（
4
年
）

 

西
村　

奈
都
美
さ
ん

（
英
検
１
級
合
格
）

※　

同
日
常
磐
大
学
「
学
長
奨
励
賞
」

受
賞
者
（
10
名
）
に
対
し
、
同
窓
会

よ
り
記
念
品
と
し
て
特
製
ボ
ー
ル
ペ

ン
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

２０10
年度

 

■ 
硬
式
野
球
部

部　

長
：
千
葉
敦
先
生

監　

督
：
石
川
清
一

部
員
数
：
41
名 

○
関
甲
新
学
生
野
球
春
季
リ
ー
グ

　
（
３
部
中
１
部
）

　

常
磐
大
学　

１

－

10　

上
武
大
学

　

常
磐
大
学　

０

－

１　

上
武
大
学

　

常
磐
大
学　

２

－

４　

白
鴎
大
学

　

常
磐
大
学　

７

－

１　

白
鴎
大
学

　

常
磐
大
学　

３

－

０　

白
鴎
大
学

　

常
磐
大
学　

３

－

８　

関
東
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

３

－

１　

関
東
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

５

－

４　

関
東
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

６

－

０　

作
新
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

０

－

６　

作
新
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

４

－

15　

作
新
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

３

－

２　

山
梨
学
院
大
学

　

常
磐
大
学　

４

－

１　

山
梨
学
院
大
学

　

７
勝
６
敗　

５
位

○
第
56
回
関
東
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

　

川
崎　
　

２
回
戦
敗
退

　

山
形　
　

２
回
戦
敗
退

○
第
42
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

　

丸
山　
　

２
回
戦
敗
退

　

嶋
岡　
　

２
回
戦
敗
退

　

石
川　
　

２
回
戦
敗
退

　

助
川　
　

２
回
戦
敗
退

 

■ 
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

部　

長
：
粕
谷
雄
二
先
生

部
員
数
：
27
名

　

関
東
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
春
季
リ
ー
グ　

　

男
子
５
部
（
６
部
中
５
部
）

　

常
磐
大
学　

２

－

３　

北
里
大
学

　

常
磐
大
学　

２

－

３　

千
葉
工
業
大
学

　

常
磐
大
学　

３

－

２　

東
京
電
機
大
学

　

常
磐
大
学　

４

－

１　

東
京
工
芸
大
学

 

■ 

剣
道
部

部　

長
：
小
澤　

聡
先
生　

部
員
数
：
２7
名

　

常
磐
大
学　

２

－

３　

電
気
通
信
大
学

　

２
勝
３
敗　

５
部
残
留

○
水
戸
市
民
大
会

　
（
男
子
１
部
）

　

渡
部
・
西
脇　
　

優
勝　

　
（
男
子
３
部
）　

　

織
本
・
佐
野　
　

準
優
勝

○
関
東
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会 

　
〈
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

　

西
脇　
　

５
回
戦
敗
退

　
（
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

－

８
）
ベ
ス
ト
４

　

渡
部　
　

４
回
戦
敗
退

　
（
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

－

１
）　

ベ
ス
ト
８

　

織
本　
　

１
回
戦
敗
退

　

吉
田　
　

１
回
戦
敗
退

　

大
月　
　

１
回
戦
敗
退

　

佐
野　
　

１
回
戦
敗
退

　

橋
本　
　

１
回
戦
敗
退

　

牧
野　
　

１
回
戦
敗
退

　
〈
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
〉

　

柏　
　
　

２
回
戦
敗
退

　

小
澤　
　

２
回
戦
敗
退

　

川
上　
　

１
回
戦
敗
退

　

山
本　
　

１
回
戦
敗
退

　

海
老
原　

１
回
戦
敗
退

　

武
藤　
　

１
回
戦
敗
退

　
〈
男
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

　

渡
部
・
西
脇　
　

６
回
戦
敗
退

　
（
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
）　

ベ
ス
ト
16

　

疋
田
・
織
本　
　

１
回
戦
敗
退

　

池
田
・
大
月　
　

１
回
戦
敗
退

　

佐
野
・
橋
本　
　

１
回
戦
敗
退

　
〈
女
子
ダ
ブ
ル
ス
〉

　

上
松
・
川
上　
　

２
回
戦
敗
退

　

根
本
・
山
本　
　

１
回
戦
敗
退

　

下
山
田
・
武
藤　

１
回
戦
敗
退

※
右
記
４
部
以
外
に
も
体
育
会
各
部

活
動
し
て
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

 

■ 

弓
道
部

部　

長
：
佐
藤
環
先
生

部
員
数
：
20
名

○
第
41
回
全
関
東
学
生
弓
道
選
手
権
大
会 

　
〈
男
子
団
体
戦
〉

　

９
中　

予
選
敗
退

○
第
26
回
ひ
た
ち
な
か
市
近
郊
親
善
射
会　

　
（
常
磐
大
学
Ａ
チ
ー
ム
）

　

チ
ー
ム
の
的
中
数　

９
中

　
（
常
磐
大
学
Ｂ
チ
ー
ム
）

　

チ
ー
ム
の
的
中
数　

６
中

　
（
混
成
Ｂ
チ
ー
ム
）

　

チ
ー
ム
の
的
中
数　

２
中

体
育
会
活
動
報
告（
春
季
）

体
育
会
活
動
報
告（
春
季
）

２
０
１
１
年
度
総
会
・

懇
談
会
の
ご
案
内

日
程　

２
０
１
１
年
６
月
11
日（
土
）

場
所

　

総　

会
：
常
磐
大
学
Ｑ
棟
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

　

懇
談
会
：
Ｑ
棟
カ
フ
ェ 

ラ
ヴ
ァ
ッ
ツ
ァ

　

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ

ご
出
席
く
だ
さ
い
。
日
程
が
近
く
な

り
ま
し
た
ら
、
ハ
ガ
キ
に
て
ご
案
内

を
差
し
上
げ
ま
す
。

掲
載
文
募
集

　

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
会
報
「
と

き
わ
の
風
」
に
掲
載
す
る
会
員
の
皆

さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
日
々
の
雑
感
・
近
況
報
告
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
編
集
の
都
合
上

８
０
０
字
程
度
で
お
願
い
し
ま
す
。）  

　

な
お
、
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
薄
謝

進
呈
い
た
し
ま
す
。

[

送
付
先]　

〒
３
１
０

－

８
５
８
５　

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局  

ま
た
は
、

dosokai@
tokiw

a.ac.jp

掲
載
文
募
集

池
上 

亮
さ
ん

人
間
科
学
部
16
期

池
上
里
佳
さ
ん
（
旧
姓
坪
井
）

人
間
科
学
部
14
期


